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1. 計画の概要 
 

1.1 計画策定の目的 
本計画は、岐阜市の一般廃棄物処理施設（ごみ焼却施設）である東部クリーンセンターにお

いて、目標年度までの適正かつ安定したごみ処理の継続に向けた長寿命化総合計画を策定する

ことを目的とする。 

本市においては平成 23年度に岐阜市内の一般廃棄物処理施設の長寿命化計画を策定し、運用

してきたところであるが、計画の運用開始から 5 年が経過し、各種設備、機器の維持補修履歴

が蓄積されたことから本計画の見直しを行うものである。 

 
1.2 対象施設 
岐阜市東部クリーンセンター ごみ焼却施設 
    全連続式流動床炉：焼却能力 450ｔ/日（150ｔ/24h×3 基）、平成 10 年 3 月竣工 
 

1.3 計画の目標年度 
平成 42 年度末まで 平成 29 年度から 14 年間の計画とする。（延命化工事終了（平成 27 年度）

から 15 年経過） 
 

1.4 計画の枠組み 
本計画は、「廃棄物処理施設長寿命化総合計画作成の手引き」（平成 27 年 3 月改訂 環境省大

臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課）に基づいて策定する。 
また、岐阜市が策定している「岐阜市ごみ処理基本計画」（計画期間 平成 27 年 4 月~平成 36

年 3 月）との整合を図る。 
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施設の全体概要の把握と明示 

長寿命化総合計画 
 

維持補修データの収集・整備 
  
 

各設備・機器の保全方式の選定 
 

  
 

  
                            
● 

 
 

劣化・故障・寿命の予測 
 
 

延命化計画立案 
 

図 1-1 長寿命化総合計画の枠組み 

 

設備・機器のリスト作成 

各設備・機器の管理基準値の設定 

維持管理データの蓄積 ●各種履歴 
●日常点検結果 
●定期補修工事 
●事故・故障など 

精密機能検査結果 

施
設
保
全
計
画 

岐阜市ごみ 
処理基本計画 
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2. 焼却施設 
2.1 施設の概要 

 
施設名称 岐阜市東部クリーンセンターごみ焼却施設 
施設所管 岐阜市環境事業部  
所在地 岐阜市芥見 6 丁目 368 番地 
敷地面積 68,108.00 ㎡ 
延床面積 14,385.24 ㎡ 
処理能力 450t/日（150ｔ/24h×3 基） 
事業費 23,657,257 千円 
建設年月 着工：平成 6 年 9 月 
  竣工：平成 10 年 3 月（本稼働：平成 10 年 4 月） 
       基幹的設備改良工事（平成 24 年度着工、平成 27 年度竣工） 
設計・施工 株式会社 荏原製作所 
処理方式 全連続式流動床炉 
 受入 ・供 給 ピットアンドクレーン方式 
 燃 焼 設 備 旋回流型流動床炉 
 燃焼ガス冷却 廃熱ボイラ 
 排ガ ス処 理 ろ過式集じん器 
   乾式有害ガス除去装置 
   触媒脱硝装置 
 余熱利用設備 場内：発電、給湯 
   場外：熱利用施設へ熱供給 
 通 風 設 備 平衡通風方式 
 灰出 し設 備 ピットアンドクレーン 
 排水処理設備 ごみピット排水：炉内噴霧 
   凝集沈殿方式 処理水は場内再利用（一部下水放流） 

 
図 2-1 対象施設平面図



    2-2

 

図 2-2 全体フローシート 

（
休
止
中
） 
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図 2-3 全体フローシート 

（休止中） 



    2-4

2.2 施設保全計画 
2.2.1 維持補修履歴 
長寿命化計画の基礎情報として、補修・整備履歴、事故・故障データ等を整理した。 
表 2-1 に設備・機器に関する補修・整備履歴を示した。 
なお、施設の稼動開始後 2 年間（平成 10 年度～平成 11 年度）は瑕疵担保期間であり、維持

補修は施設を建設したプラントメーカーにより行われたため、記載していない。 
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表 2-1 補修・整備履歴（1/5） 

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容

舗装補修(門扉周辺及び
粗大棟搬入口周辺)

ﾊﾟｯｶｰ車待避所設置
外周道路舗装補修

場内道路ﾏﾝﾎｰﾙ取替

法定検査 自主検査 法定検査 自主検査 法定検査 自主検査 法定検査
自主検査
データ処理装置更新

法定検査
天板交換①、桁塗装①

法定検査
天板交換③、桁塗装③
天板塗装②

自主検査
通信用拡張基板交換

法定検査
天板交換②、桁塗装②

自主検査
①③桁塗装
ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ屋外用(3台)屋内
用(2台)取替

法定検査
②桁塗装

自主検査
①③桁塗装

法定検査
計量機更新(ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ盤､
ﾛｰﾄﾞｾﾙ､①天板･主桁部更
新､②③整備)

車両管制音声増幅用ｱﾝﾌﾟ
取替

車両管制制御盤内CPUﾕ
ﾆｯﾄ等更新
天窓ｶﾞﾗｽ部分取替

シャッター取替
出口ｼｬｯﾀｰﾘﾐｯﾄ取替
入口ｼｬｯﾀｰﾘﾐｯﾄ取替

出口ｼｬｯﾀｰ制御盤取替 補修

架台補強工事 分離帯鉄部塗装補修

油圧シリンダ交換④ 油圧シリンダ交換③
油圧ｼﾘﾝﾀﾞ交換①②⑤～
⑧

全門子扉(ﾋﾝｼﾞ共)交換 全門大扉更新
全門ｼﾘﾝﾀﾞ架台､ﾌﾞﾗｹｯﾄ改
造

油圧シリンダ交換⑧ ⑦ｼﾘﾝﾀﾞﾋﾟﾝ等交換 ⑧ｼﾘﾝﾀﾞﾋﾟﾝ等交換
ｼｬﾌﾄ､軸受､ｸﾞﾘｽ配管､ｼﾘﾝ
ﾀﾞ等取替⑦⑧

整備(P､M更新) 吐出ﾁｰｽﾞ溶接直し 油圧配管補修
ｵｲﾙ交換､ﾘﾀｰﾝﾌｨﾙﾀ等交
換

中継盤PLC更新 ⑥ｼﾘﾝﾀﾞ交換 ｼﾘﾝﾀﾞ等交換①～⑤

ﾋﾟｯﾄ監視ｶﾒﾗ交換

ｼｽﾃﾑ､ｶﾒﾗ更新

法定点検 自主点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検

油圧シリンダ用プロテク
ター交換

バケット整備（爪交換）
油圧ポンプ交換
油圧シリンダ交換
温度計付油面計交換
電磁パイロット切替弁交換

バケット交換（新規）

№2バケット整備→2号へ
油圧バケット用ポンプ、リ
リーフバルブ、バケットシリ
ンダガード交換

№3バケット整備→1号へ
油圧バケット用ポンプ、リ
リーフバルブ、バケットシリ
ンダガード交換

2号ﾊﾞｹｯﾄ油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ整備

№1ﾊﾞｹｯﾄ整備→2号へ
油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ、ｼﾘﾝﾀﾞ､ｼﾘﾝﾀﾞ
ｶﾞｰﾄﾞ等交換
No.3ﾊﾞｹｯﾄ油圧ｼﾘﾝﾀﾞ､ﾌﾟﾛﾃ
ｸﾀ交換

№3ﾊﾞｹｯﾄ油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ取替
№2バケット整備→1号へ

旧№1･3ﾊﾞｹｯﾄ廃棄､新№
1･2ﾊﾞｹｯﾄ設置(極東ｻｰﾋﾞｽ
製)→それぞれ1号､2号へ
旧№2は保管

新№2ﾊﾞｹｯﾄ整備(油圧機
器､吊下ﾋﾟﾝ等取替)→2号
へ再取付

走行ﾚｰﾙ取替 ①②走行車輪等交換 横行ﾚｰﾙ・車輪等① 横行ﾚｰﾙ・車輪等②
走行ﾚｰﾙ､ﾌｯｸﾎﾞﾙﾄ交換
(一部)

走行給電ﾚｰﾙ､滑車交換
安全ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰ共)交換

②走行車輪等交換(緊急)
走行ﾚｰﾙ更新
①走行車輪等交換

巻上電動機交換② 横行電動機交換② 横行電動機交換② 横行電動機交換①
走行電動機(ﾌﾞﾚｰｷ含)、減
速機､ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ､車輪等交
換①②

巻上電動機整備､巻上電
磁ﾌﾞﾚｰｷ､ﾄﾞﾗﾑ､ｴﾝｺｰﾀﾞ､LS
更新①②

②横行電動機(ﾁｪﾝCPｹｰｽ
含)取替

②走行用減速機等取替

横行ｴﾝｺｰﾀﾞ取替①2月 ｻｲﾘｽﾀ基板更新①②
走行ｴﾝｺｰﾀﾞ取替②4月
巻上ｴﾝｺｰﾀﾞ取替②1月
ﾛｰﾄﾞｾﾙ等更新①②

巻上ｴﾝｺｰﾀﾞ取替①12月
横行ｴﾝｺｰﾀﾞ取替②12月
走行ｴﾝｺｰﾀﾞ取替①12月

自動窓拭用PLC･ｲﾝﾊﾞｰﾀ
等更新

ｹｰﾌﾞﾙﾘｰﾙ更新(日立製ｽｰ
ﾊﾟｰﾄﾙｸﾘｰﾙへ)①②

①②走行及び横行給電ｹｰ
ﾌﾞﾙ､ｷｬﾘｱ取替

脱臭剤吹込配管補修

ブリッジブレーカ蓋交換①

リングコーン変速機の分解
整備②

リングコーン変速機の分解
整備①
出口エキスパンション交換
③

リングコーン変速機の分解
整備③

出口エキスパンション交換
①②
プッシャ本体補修

リングコーン変速機の分解
整備②
プッシャ本体補修①

プッシャ用シリンダ交換
プッシャ本体交換③

リングコーン変速機の分解
整備①
プッシャ本体交換①

リングコーン変速機の分解
整備③
前段プッシャ本体、スク
レーパ、ライナー交換①
プッシャ本体交換②

前段プッシャ本体、スク
レーパ、ライナー交換②
内壁塗装①②③

前段プッシャ本体、スク
レーパ、ライナー交換③
エキスパンション交換③

③給じん装置更新 ①②給じん装置更新

既設炉頂安全弁を閉止(閉
止板の設置)し、ﾊﾞｸﾞ出口
～触媒出口間に安全弁新
設①②③

①②③ﾎﾞｲﾗｰ安全弁陣笠
取替

耐火材補修
炉砂交換

耐火材補修 1号焼却炉耐火材補修
1,2号焼却炉耐火材打替
補修

1号焼却炉耐火材打替補
修

1・2号炉耐火材等整備
1号焼却炉耐火材打替補
修

1号焼却炉耐火材打替補
修

2号炉炉頂安全弁取替
1号焼却炉耐火材部分補
修

2・3号焼却炉耐火材部分
補修

1･2・3号焼却炉耐火材部
分補修

1･2・3号焼却炉耐火材部
分補修

1･2・3号焼却炉耐火材部
分補修

1･2・3号焼却炉耐火材部
分補修

1･2・3号焼却炉耐火材部
分補修

1･2・3号焼却炉耐火材部
分補修

3号焼却炉耐火材補修
3号焼却炉耐火材打替補
修

2号焼却炉耐火材打替補
修

3号炉耐火材等整備
2号焼却炉耐火材打替補
修

2号焼却炉耐火材打替補
修

3号焼却炉耐火材部分補
修

2・3号焼却炉耐火材部分
補修

1号焼却炉ﾃﾞｨﾌﾚｸﾀｰ補修

3号焼却炉耐火材補修 3号焼却炉耐火材補修
3号焼却炉耐火材部分補
修

3号焼却炉耐火材部分補
修

①②③ﾉｽﾞﾙ取替(劣化部
のみ)

①②③ﾉｽﾞﾙ取替(劣化部
のみ)

①②③ﾉｽﾞﾙ取替(劣化部
のみ)

①②③ﾉｽﾞﾙ取替(劣化部
のみ)

①②③ﾉｽﾞﾙ取替(劣化部
のみ)

①②③ﾉｽﾞﾙ取替(劣化部
のみ)

ディフーザ交換
スパークロッド交換

スパークロッド交換
バーナーチップ交換
UVチューブ交換
PBチップ交換

スパークロッド交換
バーナーチップ交換
UVチューブ交換
PBチップ交換

スパークロッド交換
バーナーチップ交換
UVチューブ交換
PBチップ交換

燃料ﾎｰｽ､ｴｱﾎｰｽ交換①
②③

油調整弁取替①②③

高圧ｺｰﾄﾞ､ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ､
電々ﾎﾟｼﾞｼｮﾅ､油電磁弁､
圧力SW､流量計､ﾌﾟﾛﾃｸﾄﾘ
ﾚｰ交換①②③

地下ﾀﾝｸ清掃点検 地下ﾀﾝｸ清掃点検 地下ﾀﾝｸ清掃点検 地下ﾀﾝｸ清掃点検
地下ﾀﾝｸﾚﾍﾞﾙ計更新
地下ﾀﾝｸ清掃点検

地下ﾀﾝｸ清掃点検

自主点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検 法定検査 自主検査 法定検査 自主検査

バッフル壁水管プロテク
ター及び第1・第2ﾊﾟｽ仕切
壁水管プロテクター取替①

ボイラ修繕① 廃熱ボイラ水管補修③ 水管プロテクター交換
前壁ﾀｲﾊﾞｰｺｰﾅｰ部水管補
修①②③(緊急)

②水管(2･3ﾊﾟｽ仕切壁)抜
管補修(緊急)

②水管(2･3ﾊﾟｽ仕切壁)抜
管補修

③水管(2･3ﾊﾟｽ仕切壁ﾍﾞﾝ
ﾄﾞ部)抜管補修

①②③汽水胴ﾌﾞﾛｰ配管取
替

ボイラ出口エキスパンショ
ン交換②

天井水管壁補修
ボイラ出口エキスパンショ
ン交換①③

水管交換③
管寄せフランジ面補修②
③
天井水管壁補修

ボイラ水管、プロテクター、
エレメントパイプ、二次空
気過熱器用プロテクター交
換②

4ﾊﾟｽ下部ｼｭｰﾄ補修
ﾎﾞｲﾗﾄﾞﾗﾑMH保温補修①
③

ﾎﾞｲﾗ水面計照明配線補修

高圧蒸気管温度計管台等
配管補修

4.助燃装置

6.3　電動機

4.3　重油移送ポンプ

4.4　重油噴霧ポンプ

3.焼却炉

3.2　散気装置

7.薬剤噴霧装置

3.プラットホーム

4.ごみ投入扉

5.ごみピット

6.ごみクレーン

4.3　油圧ユニット

6.1　バケット（油圧装置）

3.1　出入口シャッター

5.3　ピット火災検知装置

1.投入ホッパ

2.給じん機

Ⅲ燃焼ガス冷却設備

Ⅱ燃焼設備

5.1　放水銃

5.2　脱臭装置

1.廃熱ボイラ

4.1　バーナ

3.1　焼却炉本体

4.2　重油サービスタンク・貯留槽

3.3　2重ケーシング用送風機

設備

6.4　その他

Ⅰ受入供給設備

1.搬入退出路

2.ごみ計量機

3.2　エアーカーテン

4.1　投入扉本体

6.2　レール

4.4　ません棒

4.2　.ダンピングボックス
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表 2-1 補修・整備履歴（2/5） 
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容

エレメント交換
№1スートブロワ撤去

長抜差し(№2)整備 長抜差し(№3､4)整備 長抜差し(№9､10)整備
長抜差し(№11､12)整備
制御盤PLC更新①②③

長抜差し(№13)整備
定置式(№5)整備(噴射角
改造)

②№5･№7交換､③№5･№
7交換

流量調節弁整備①

節炭器プロテクター取替
節炭器保温取替①

節炭器水管及びプロテク
ター取替①

節炭器プロテクター取替
節炭器バイパスダクト撤去
③

①下部(出口側)ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮ
ﾝ取替

水管補修②③
①②③初層抜管補修
②③下部(出口側)ｴｷｽﾊﾟﾝ
ｼｮﾝ取替

③節炭器出口給水管取替

逆止弁交換 逆止弁交換
№2①②③工場整備､主軸
取替

№1①②③ｲﾝﾍﾟﾗ､案内羽
全数交換及び電動機整備

№2①②③ｲﾝﾍﾟﾗ､案内羽
全数交換及び電動機整備

№1①②③工場整備 №2①②③工場整備 №1①②③工場整備

ﾎﾟﾝﾌﾟ整備

ﾌﾞﾛｰ水冷却装置整備 ﾌﾞﾛｰ水冷却装置整備

安全弁交換 安全弁交換 安全弁整備 安全弁整備

ファン駆動装置エレメント
交換

ファン駆動装置エレメント
交換

ファン駆動装置エレメント
交換
分解整備（減速機）

INV更新

ファン駆動装置エレメント
交換

ファン駆動装置エレメント
交換

減速機修繕、部品取替
（バックストップ、ベアリン
グ、オイルシート等）

ファン駆動装置エレメント
交換

水位調節弁分解整備①② 減速機､ﾓｰﾀ､INV更新 電動弁更新

モータベアリング交換② ①abｲﾝﾍﾟﾗ交換 ②abｲﾝﾍﾟﾗ交換

液面計元弁取付 液面計元弁取付

温度モニター交換 陰イオン交換塔取替
再生用蒸気ﾗｲﾝ取替
排液移送配管取替

陽イオン交換塔、塩酸計
量槽、ＰＬＣ取替､整備

脱炭酸塔､苛性ｿｰﾀﾞ計量
槽､電磁弁､導電率計､流
量計取替

活性炭塔更新 自動弁更新

バイパスダンパ閉止板交
換①
バイパスダンパ閉止板取
付及びエキスパンション取
替③

入口ダクト補修①②③ 制御盤CPUﾕﾆｯﾄ取替
制御盤CPUﾕﾆｯﾄ等取替①
②③

ﾊﾟﾙｽ配管保温補修
①②③ﾀﾞﾝﾊﾟ制御回路改造
(削除)

①②③入口ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ取
替

ろ布交換（全数）② ろ布交換（全数）③
ろ過式集じん器ブローパイ
プ整備

クリーンルーム内壁塗装
修繕

ろ布等取替② ろ布取替③ ろ布取替①
ろ布取替、ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ塗装
②

ろ布取替、ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ塗装
③

ろ布取替、ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ塗装
①

ろ布取替､ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ塗装
②

ろ布交換（全数）①
(ｼﾞｪｯﾄﾊﾟﾙｽﾊﾞﾙﾌﾞ､ﾊﾟﾙｽ配
管､排ｶﾞｽ拡散板取替)

(ｼﾞｪｯﾄﾊﾟﾙｽﾊﾞﾙﾌﾞ､ﾊﾟﾙｽ配
管､排ｶﾞｽ拡散板取替)

(ｼﾞｪｯﾄﾊﾟﾙｽﾊﾞﾙﾌﾞ､ﾊﾟﾙｽ配
管､排ｶﾞｽ拡散板取替)

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ､排ｶﾞｽ拡散板取
替

制御盤ｲﾝﾊﾞｰﾀ、ｻｰｼﾞ吸収
装置交換

HCL､Soｘ除去設備制御盤
ｲﾝﾊﾞｰﾀ､ｼｰｹﾝｻ取替

払落し装置ﾏｽﾀｰﾊﾞﾙﾌﾞ交
換

集じん装置制御盤取替

分解整備②③ 分解整備①③④ 分解整備①② 分解整備①②③ 本体更新①②③④ 分解整備①～④

ﾌﾞﾛﾜ､電動機整備

交換 消石灰ラインホース取替

集じん機制御盤整備

制御盤PLC更新 分解整備①～④

一部取替 供給ﾎｰｽ取替

ﾌﾞﾛﾜ､電動機整備

ｱﾝﾓﾆｱｶﾞｽ検知器取替 PLC更新

触媒交換（1層目） 触媒交換③-1 触媒交換①、②、③-1 触媒交換②-2、③-2 触媒交換①-2、③-3 触媒交換①-3、②-3 触媒交換①-1
触媒交換②-1、③-1
保温材補修③

保温補修②③
触媒交換②-2、③-2

保温補修①
触媒交換①-2、③-3

空気ﾀﾝｸ補修 触媒交換①-1

本体更新③ 本体更新①②

給湯ﾗｲﾝ循環ﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀﾍﾞｱ
ﾘﾝｸﾞ等交換
ﾀｰﾋﾞﾝﾊﾞｲﾊﾟｽ減温水弁整
備

自動弁(蒸気流量用)取替 安全弁を整備品に交換

連ﾌﾞﾛ電磁弁､Y型ｽﾄﾚｰﾅ
等交換

点検整備 点検整備
点検整備
水面計ｶﾞﾗｽ､電極棒交換

自主点検 法定点検 自主点検 自主点検 自主点検

法定点検
抽気ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ溶接補修(工
場)､ｶﾞﾊﾞﾅ交換、ﾛｰﾀ､ﾀﾞｲﾔ
ﾌﾗﾑ工場整備

自主点検 自主点検 自主点検

法定点検
3段目ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾊﾟｯｷﾝ取替
ｱｸﾁｭｴｰﾀ、ｼｰﾙ蒸気調節
弁工場整備

自主点検
主塞止弁棒交換

自主点検
軸振動移動計取替

自主点検
4段目ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ取替
盤面指示計､変換器､指示
調節計(800rpm)取替

法定検査
ｼｰｹﾝｻ取替
ﾛｰﾀ､上半､ｻｰﾎﾞﾓｰﾀ､ｱｸﾁｭ
ｴｰﾀ工場整備

自主点検
ドレン回収装置ﾀﾝｸﾚﾍﾞﾙ
計､電極棒､温調計取替

自主点検
ｻｰﾎﾞﾓｰﾀ､油冷却器取替
排気管ﾚﾍﾞﾙSW､油ﾀﾝｸﾚﾍﾞ
ﾙSW取替
主､補助油P整備
減速機工場整備

自主点検
№4･№5弁体･ﾄﾙｸ伝導軸
交換､ｱｸﾁｭｴｰﾀ工場整備､
油ｽﾄﾚｰﾅｴﾚﾒﾝﾄ交換､ｱｷｭ
ﾑﾚｰﾀ交換､電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ類
交換

3.1　粉末活性炭サイロ

15.脱気器給水ポンプ

2.スートブロワ

設備

3.ﾀﾞｲｵｷｼﾝ除去装置

2.3　消石灰圧送ブロワ

2.4　消石灰輸送管（ホース）

4.NOｘ除去設備

4.1　触媒充填塔

Ⅴ余熱利用設備

1.熱交換器付貯湯槽

2.N.o.1給湯循環ポンプ（工場棟系統）

3.No.2給湯循環ポンプ（管理棟系統）

16.純水装置

17.純水タンク

Ⅳ排ガス処理設備

3.2　定量供給装置

3.3　輸送管（ホース）

6.蒸気タービン

3.4　圧送ブロワ

5.ボイラ給水ポンプ

8.高圧蒸気だめ

3.脱気器

9.低圧蒸気だめ

4.節炭器

4.2　薬品貯留装置

4.No.3給湯循環ポンプ（老洞系統）

4.3　アンモニア水供給ポンプ

4.4　アンモニア気化器

2.1　消石灰サイロ

2.2　定量供給装置

10.高圧蒸気復水器

11.タービン排気復水器

1.ろ過式集じん器

6.薬液注入装置

7.連続ブロー装置

1.2　ダスト排出装置

1.1　バグフィルタ

2.塩化水素除去装置

12.排気復水タンク

13.排気復水ポンプ

14.復水タンク

5.予備ボイラ
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表 2-1 補修・整備履歴（3/5） 
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容

主油ポンプ行き配管改造
グランドコンデンサー伝熱

管穴明き補修
グランドコンデンサー更新

ドレン回収配管改造
主油ポンプ行き配管改造

ｼｰﾙ蒸気調節弁工場整備

電動弁更新

ﾀｰﾋﾞﾝﾊﾞｲﾊﾟｽ(小)ﾗｲﾝ増設

ドレン回収装置ﾚﾍﾞﾙ計等
交換

ﾀｰﾋﾞﾝﾊﾞｲﾊﾟｽﾗｲﾝ改造(溶
検)

タービン制御盤リレー交換 タービン制御盤リレー交換 タービン制御盤リレー交換 ｼｰｹﾝｻ交換 絶縁診断 盤面ﾒｰﾀ取替

自主点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検 法定点検

ｺｰﾅｰｻｲﾚﾝｻｰﾏﾝﾎｰﾙ蓋交
換③

ばいじん計基板補修③ ①煙道測定口補修
①②③煙道測定口補修(ﾌ
ﾗﾝｼﾞﾎﾞﾙﾄ止めに改造)

芯だし調整、軸受交換①
芯だし調整、軸受交換②
③

芯だし調整、軸受交換③ 芯だし調整、軸受交換①
芯だし調整、軸受交換②
③

押込空気流量調整ﾀﾞﾝﾊﾟ
ｼｬﾌﾄ取替

①②③ﾌｧﾝ軸受､ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
交換､電動機工場整備

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

出口エキスパンション交換
ダスト払落し装置スクレー
パ、支持パイプ等交換

プロテクタ交換② プロテクタ交換①③ ダスト払落し装置整備 ｴﾚﾒﾝﾄ補修③
軸受取替①
灰排出弁(2重ﾀﾞﾝﾊﾟ)更新
①②③

①駆動側軸受取替 ②③更新 ①更新 ②出口ﾀﾞｸﾄ当板補修

芯だし調整、軸受交換①
②③

芯だし調整、軸受、カップリ
ングゴム交換①②③

②電動機補修
①②③ﾌｧﾝ軸受､ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
交換､電動機工場整備

芯だし調整、軸受交換
カップリング交換②③
軸受基礎補修

①②③ﾌｧﾝ軸受､ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
交換､電動機工場整備
③INV更新

②INV更新
①INV更新
①②③ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞｺﾞﾑ交換

入口ダクト清掃 3号炉煙突・ダクト塗装 排ｶﾞｽ流量計取替①②③ ①②③ﾄﾞﾚﾝ配管取替

ｽｸﾘｭｰ羽根肉盛補修 スクリュー羽根肉盛補修
軸スリーブ交換③
パワーロック交換③

スクリュー羽根肉盛補修 ②ｽｸﾘｭｰ羽根肉盛補修 ③ｽｸﾘｭｰ羽根肉盛補修
①ｽｸﾘｭｰ羽根肉盛補修､
軸ﾀﾞﾌﾞﾘﾝｸﾞ補修

②ｽｸﾘｭｰ羽根肉盛補修､
軸ﾀﾞﾌﾞﾘﾝｸﾞ補修

③ｽｸﾘｭｰ羽根肉盛補修､
軸当板補修

①ｽｸﾘｭｰ羽根肉盛補修､
軸ﾀﾞﾌﾞﾘﾝｸﾞ補修

②ｽｸﾘｭｰ羽根肉盛補修､
軸ﾀﾞﾌﾞﾘﾝｸﾞ補修

ルーバースクリーン交換 ③定期整備
②定期整備､ﾙｰﾊﾞｽｸﾘｰﾝ
交換､EXP交換

入口EXP取替
不燃物出口EXP交換
①定期整備

①出口EXP交換
③定期整備

②定期整備
②駆動部ASSY整備
②底板ﾗｲﾅ(ﾎﾞﾙﾄSS)取付
③駆動部ASSY交換
②EXP(入口)交換
砂出口EXP交換

①定期整備
①駆動部ASSY交換
①③底板ﾗｲﾅ(ﾎﾞﾙﾄﾊｲﾃﾝ)
取付
③EXP交換
②EXP(砂出口)交換

③定期整備(ｺﾞﾑﾌﾞｯｼｭ)EEP

①EXP(入口､砂出口)交換　EEP

①③ﾗｲﾅﾎﾞﾙﾄ交換(ﾊｲﾃﾝ折損→

SS(保障にて))

①③ﾙｰﾊﾞ交換

②定期整備(ｺﾞﾑﾌﾞｯｼｭ)篠
田製作
②ﾙｰﾊﾞ､入口EXP交換　篠
田製作

①定期整備(ｺﾞﾑﾌﾞｯｼｭ)篠
田製作
①②③入口ｼｭｰﾄ､不燃物
出口ｼｭｰﾄ(当て板補強付)
取替
機器点検

軸受交換②③
コンベアチェーン、駆動ホ
イール、従動ホイール交換
軸受交換①

②③更新 ①更新

①②③砂投入ｼｭｰﾄ取替

ﾌﾞﾛﾜ分解整備（ベアリン
グ、Ｖベルト交換）①

吐出管取替
ﾌﾞﾛﾜ分解整備（ベアリン
グ、Ｖベルト交換）②

ﾌﾞﾛﾜ､ﾓｰﾀ分解整備（ベアリ
ング、Ｖベルト交換）③

①ﾌﾞﾛﾜ､電動機整備

バケット交換
部品取替（コンベヤチェー
ン、駆動ホイール、従動ホ
イール、軸受）

部品取替（コンベヤチェー
ン、駆動ホイール、従動ホ
イール、軸受）

ｹｰｼﾝｸﾞ(一部)交換
搬送ﾁｪｰﾝ､ﾚｰﾙ､ﾊﾞｹｯﾄ
(10ヶ)交換②

上蓋ｹｰｼﾝｸﾞ補修 ａｂ更新

部品取替（コンベアチェー
ン、主軸車、従軸車、軸
受、主軸、従軸、ローラ、ベ
アリング等）

部品取替（コンベアチェー
ン、主軸車、従軸車、軸
受、主軸、従軸、ローラ、ベ
アリング等）

減速機取替① ａｂ更新

ライナー、ライナー押え板、
トラフ、カバー用パッキン交
換（1基）、投入口内筒、フ
レキ交換、排出口フレキ交
換

出口ｼｭｰﾄ補修 ﾄﾞﾗﾑ修理
ベルト交換 更新

減速機、軸受交換 ベルト交換 ベルト交換 更新 ﾍﾞﾙﾄﾊﾟｯﾁ当て補修

①②③落じんｼｭｰﾄ取替

チェーン、スクレーパ交換
チェーン、スクレーパ、ガイ
ドレール交換（3基）

底板交換
チェーン、スクレーパ交換
②
機器更新①

底板交換②③ 機器更新③ 機器更新② ①更新 ③更新 ②更新 ①底板､ﾁｪｰﾝ､軸受等交換

軸受交換
チェーン、駆動スプロケッ
ト、駆動ローラチェーンホ
イール等部品取替

スクリュー羽根交換① ①ｽｸﾘｭｰ軸補修 ②③更新 ①更新

チェーン、スクレーパ交換
チェーン、スクレーパ交換

レール交換（搬送側）
b更新 a更新

チェーン、スクレーパ交換
チェーン、スクレーパ、軸
受、鎖車、軸交換

減速機､底板､ﾚｰﾙ等取替
a更新
bｾｯﾄｽｸﾘｭｰ取替･調整

b更新 a底板(4.5㎜)取替
a整備(ｽｸﾚｰﾊﾟ､ﾁｪｰﾝ､ｽﾌﾟﾛ
ｹｯﾄ､軸受､底板9mm)

b底板､ﾁｪｰﾝ､軸受等交換

スクリュー羽根交換
軸受交換
減速機交換

aｽｸﾘｭｰ破断部溶接補修

部品交換（軸受、サイクロ
減速機、スプロケット）①②

部品交換（軸受、スプロ
ケット、ギャードモータ）

ろ布交換
ろ布､ﾘﾃｰﾅｰ､ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ交
換
蓋ﾊﾟｯｷﾝ取替

制御盤PLC更新 送風機ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ等取替
ろ布､ﾊﾟﾙｽｼﾞｪｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ交
換

法定点検 法定点検 法定点検 法定点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検 法定点検 自主点検

バケット修繕
バケット脱着、分解整備、
組立調整

バケット整備 ①整備
①にバッファ取付（自重
2.8t→2.96tに変更）

②整備（バッファ取付け自
重2.91tに変更）
定格荷重2.16t→2.00tに変
更
ｼﾘﾝﾀﾞ､ﾎﾟﾝﾌﾟ､ﾎｰｽ等更新

①整備 ②整備

クレーン減速機等整備

設備

6.煙突

4.二次送風機

1.押込送風機

3.3　電動機

3.灰クレーン

Ⅶ灰出し設備

5.誘引通風機

Ⅵ通風設備

7.蒸気タービン補機類

3.二次空気加熱器

2.蒸気式空気予熱器

8.発電機

1.4　砂貯留槽

1.3　砂循環エレベーター

1.2　砂分級装置

1.7　No.1不燃物搬出装置

1.6　不燃物抜出流動送風機

1.5　砂供給槽

2.7　コンベヤ系集じん装置

3.1　バケット（油圧装置）

3.2　レール

9.発電機室天井走行クレーン

1.1　不燃物排出装置

1.搬送装置（不燃物系）

1.12　鉄分コンベヤ
1.11　不燃物コンベヤ
1.10　磁選機

1.9　No.3不燃物搬出装置

1.8　No.2不燃物搬出装置

2.6　集じん物搬出装置（№1、№2）

2.5　No.4飛灰搬出装置

2.4　No.3飛灰搬出装置

2.3　No.2飛灰搬出装置

2.2　No.1飛灰搬出装置

2.1　落じんコンベヤ

2.搬送装置（飛灰系）
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表 2-1 補修・整備履歴（4/5） 
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容

横行車輪取替、ケーブル
リール部品取替

巻上モータ、ブレーキ、ロー
ドセル更新
ｸﾚｰﾝ制御盤内PLC更新
自動窓拭用PLC・ｲﾝﾊﾞｰﾀ

等更新
ｽﾄｯﾊﾟ溶接補修

巻上指速発電機､ﾘﾐｯﾄ取
替

走行及び横行車輪､軸､ﾓｰ
ﾀ取替

①②加湿水流量計取替

振動モータベアリング交換 エアサスペンション交換
鋼板補修①②

出口ﾌﾗﾝｼﾞ交換

ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾐｷｻ更新

(INV化)

①ｾﾙﾗｲﾅ交換
②ｾﾙﾗｲﾅ､出口ﾌﾗﾝｼﾞﾗｲﾅ

交換

①出口ﾌﾗﾝｼﾞﾗｲﾅ交換

②ﾛｯﾄﾞ､ｾﾙﾗｲﾅ交換

温風吹込送風機蒸気ﾕﾆｯﾄ
及び同保温取替
①ｾﾙﾗｲﾅ､ﾛｯﾄﾞ､出口ﾌﾗﾝｼﾞ

ﾗｲﾅ交換
②ｾﾙﾗｲﾅ､出口ﾌﾗﾝｼﾞﾗｲﾅ
交換

整備 スクリュー軸補修 b系ｽｸﾘｭｰ軸補修 a､b更新

更新

更新

更新

ベルト交換 ﾍﾞﾙﾄ､ﾛｰﾗ交換

ベルト交換 ﾍﾞﾙﾄ､ﾛｰﾗ交換

ろ布交換
ろ布､集じんﾀﾞｸﾄ､制御盤交
換
ﾊﾟﾙｽｼﾞｪｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ整備

ｾﾒﾝﾄ受入配管取替

カメラ基板修理

壁補修

壁補修 内壁補修

ろ布､ﾘﾃｰﾅ､ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ交換
送風機整備(軸受､ﾊﾟｯｷﾝ

交換)
制御盤PLC更新

ろ布､ﾊﾟﾙｽｼﾞｪｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ交

換

バンカ、シュート、ホッパ、
モートルシリンダの更新

パッチ当て補修
ベアリング交換
積出室出口粉じん飛散防
止ｼｰﾄ取替

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部補強(鋼板)
左側ｹﾞｰﾄ補強(鋼板)

更新 積出室集じん配管取替

給湯配管補修
場内受水槽量水器取替
給湯配管(至:老洞)補修

老洞戻り用給湯配管流量
計取替､生活用水高置水
槽下流量計取替

消火用補給水槽､給湯用
膨張水槽ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ取替

地下2階流量計電源盤設
置
場外受水槽子弁用配管･
定水位弁取替

受水槽､高架水槽清掃 受水槽､高架水槽清掃 受水槽､高架水槽等清掃 受水槽､高架水槽等清掃 受水槽､高架水槽等清掃 受水槽､高架水槽等清掃

ﾌﾟﾗﾝﾄ給水ﾎﾟﾝﾌﾟ圧力ﾀﾝｸ､
圧力ｾﾝｻ取替
不燃物排出装置冷却水ﾎﾟ
ﾝﾌﾟ吸込配管､ﾌｰﾄ弁取替

上水移送ﾎﾟﾝﾌﾟ逆相ﾕﾆｯﾄ
取替

冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ整備
炉冷却水噴霧ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出管
取替

ﾌｧﾝ､Vﾍﾞﾙﾄ交換 ﾓｰﾀ軸受､ﾌｧﾝ側軸受交換
ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰﾍｯﾄﾞ､散水ﾊﾟｲﾌﾟ
取替
電動機､充填剤等取替

上部散水槽補修
散水皿用FRP板交換

ﾓｰﾀ軸受､ﾌｧﾝ側軸受交換 電動機､充填剤等取替

凝集槽攪拌機交換 汚水管補修
無機系中和槽等PH調節
計取替

無機系水槽清掃

無機系ろ過水ﾎﾟﾝﾌﾟ脱着装
置取替

汚水系ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤PLC更
新

制御盤PLC更新

本体更新①② 本体更新③ 本体更新④

制御盤PLC更新
粗大排水を有機系へ送る
配管を改造

給水管補修
ｐH調節計取替

ろ材充填

ﾎﾟﾘ硫酸第二鉄注入ﾎﾟﾝﾌﾟ
取替

塩酸･苛性ｿｰﾀﾞﾗｲﾝ注入･
移送ﾎﾟﾝﾌﾟ､配管取替

薬液受入配管(塩酸､苛
性､ﾎﾟﾘﾃﾂ)ﾊﾟｯｷﾝ､ﾊﾞﾙﾌﾞ取
替

ﾀﾝｸ､ﾎﾟﾝﾌﾟ等更新

1､2号溶解槽PLC更新

配管(ﾊﾟｯｷﾝ､ﾊﾞﾙﾌﾞ)補修
ﾀﾝｸ､ﾎﾟﾝﾌﾟ等更新

設備

5.薬液タンク

5.1　苛性ソーダ

5.2　塩化第二鉄

5.3　ポリマー

5.4　塩酸

4.5　№2曝気用ブロワ

4.6　無機系スクリーン

4.7　無機系浮上ろ過機

3.№1冷却塔

4.№2冷却塔

5.冷却水薬注装置

Ⅷ給水設備

1.槽類

2.ポンプ類

Ⅸ排水処理設備

1.槽類

3.ごみピット排水

3.1　ごみ汚水ろ過器

4.プラント排水

4.1　№1曝気用ブロワ

2.ポンプ類

3.2　ろ液噴霧ポンプ

3.3　ろ液噴霧器（炉内用）

4.2　有機系スクリーン

4.3　加圧浮上設備

4.4　有機系浮上ろ過機

5.灰ピット

5.3　成形品ピット

5.2　鉄分ピット

3.4　その他

5.5　灰積出ホッパ

4.2　.№1ﾀﾞｽﾄ･ｾﾒﾝﾄｺﾝﾍﾞﾔ

4.7　No.2成形品搬送コンベヤ

4.8　灰固化装置用集じん装置

4.3　.№2ﾀﾞｽﾄ･ｾﾒﾝﾄｺﾝﾍﾞﾔ

4.4　№1集じん機コンベヤ

4.5　№2集じん機コンベヤ

4.灰固化装置

4.1　ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾐｷｻ

5.1　不燃物ピット

5.4　成形品ﾋﾟｯﾄ集じん装置

4.10　セメントバンカ

4.9　飛灰バンカ

4.6　No.1成形品搬送コンベヤ
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表 2-1 補修・整備履歴（5/5） 
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容 内容

中央制御室UPS盤等取付 各所ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀ取替

原動機Ｆ点検(ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ)

交流無停電電源装置用蓄

電池取替
蓄電池、基板交換

中央監視装置更新 各所計装機器交換

CPUボード修理・交換① CPUボード修理・交換 ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ交換 CPUボード修理・交換 ①DCS､ﾏｽﾀｰ盤PLC更新
共通系DCS､ﾏｽﾀｰ盤PLC
更新
③DCS､ﾏｽﾀｰ盤PLC更新

②DCS､ﾏｽﾀｰ盤PLC更新

更新

更新

差圧伝送器交換（6台） 差圧伝送器交換（6台） 差圧伝送器交換（6台）

４成分分析計シーケンサ
バッテリー交換

４成分分析計電子クー
ラー、シーケンサバッテリー
交換

②4成分測定装置分析計
取替（赤外線ガス分析計、
ジルコニア式酸素計）

③4成分測定装置分析計
取替（赤外線ガス分析計、
ジルコニア式酸素計）

①4成分測定装置分析計
取替（赤外線ｶﾞｽ分析計、
ｼﾞﾙｺﾆｱ式酸素計）

ＨＣＬ計除湿器冷却ファン
交換①
ＨＣＬ計盤換気ファン交換

③

４成分分析計メインボー
ド、P.ROM交換②

③更新(ﾚｰｻﾞｰ式に変更)
①②更新(ﾚｰｻﾞｰ式に変
更)

点検整備 点検整備 点検整備 点検整備

点検整備 点検整備 点検整備 点検整備

ドライヤ更新
点検整備
ドライヤ増設
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾏｸﾞﾈｯﾄ取替

点検整備
焼却棟→粗大棟へ雑用空
気の送気配管を新設

点検整備 点検整備

進入路信号灯補修
正門ｲﾝﾀｰﾎﾝ取替
監視ｶﾒﾗﾜｲﾊﾟｰ取替
監視ｶﾒﾗ(灰出室)電源ｹｰ
ﾌﾞﾙ取替

背負式呼吸器整備
焼却棟空気用圧力計取替
焼却棟空気配管補修
消防設備補修

管理棟煙感知器等取替

ｴｱｰ配管補修

煙感知器等取替

監視ｶﾒﾗ更新

駐車場舗装補修
飛灰採取ﾉｽﾞﾙ取替
雨水縦樋補修(低圧復水
器置場床下)

焼却棟自動火災報知設備
ｹｰﾌﾞﾙ補修
飛灰採取ﾎﾟｯﾄ補修

南面外壁目地雨漏り補修
外周道路横断側溝補修

屋根塗装

油脂庫出入口鉄扉取替

高圧蒸気復水器置場等屋
上防水

脱硝装置室床防水補修

建築機器制御装置交換
火災受信盤修繕

焼却棟4･5階ｺﾝｾﾝﾄ取替
建築動力制御盤ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

ﾊﾞｯﾃﾘｰ取替

仮設事務所用電源設置
HCL･Noｘ制御盤端子台､
ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ分電盤漏電遮断

器取替

焼却棟誘導灯取替 誘導灯更新(LED化)
RCP盤PLC更新
仮設事務所用電源工事

誘導灯､照明器具等更新

ごみﾋﾟｯﾄ水銀灯取替

高速ｼｬｯﾀｰｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙﾗｲ
ﾅｰ､ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ交換
送風機OF-204･205･B21･

103ﾓｰﾀ､ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ等交換

建築機械設備室給水ﾕﾆｯﾄ
整備
OF-P13,B21,103,204,205

整備

EF-117取替
EF-106､OF-302取替
ﾏｼﾝﾊｯﾁ等ｼｬｯﾀｰ補修

重量ｼｬｯﾀｰ開閉器､ﾁｪｰﾝ
等取替
ｴﾚﾍﾞｰﾀﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ取替
中央制御室書庫換気扇取

替
PAC-4吐出ｾﾝｻ､PAC-14
室外基板､ﾌｧﾝﾓｰﾀ､熱交ｾ
ﾝｻｰ､ｷｬﾊﾟｼﾀ､PAC-15室
内基板､ﾌｧﾝﾓｰﾀ､PAC-13

ドレン配管PAC-4A・4B室
内ﾌｧﾝﾓｰﾀ､防振ｺﾞﾑ取替
(管理棟)ACO-3圧縮機交
換

PAC-13A圧縮機､ﾏｸﾞﾈｯﾄ､
PAC-8冷媒ｶﾞｽ補充､
PAC-4B室内ﾌｧﾝﾓｰﾀ､ﾀｰ

ﾎﾞﾌｧﾝｸﾐ､防振ｺﾞﾑ
(管理棟)ACO-7ｵｲﾙﾋｰﾀ取
替

ﾌｨﾙﾀｰ清掃､PAC-9A圧縮
機､ﾏｸﾞﾈｯﾄ等､PAC-3ﾉｲｽﾞ

ﾌｨﾙﾀ取替

PAC-7､9取替､PAC-3A制
御基板取替､PAC-4Bﾄﾞﾚﾝ
ﾎﾟﾝﾌﾟ他取替
(管理棟)ACO-1室外基板

取替､ACO-4圧縮機等取
替､ACI-22ﾌｧﾝﾓｰﾀ等取
替､ACO-6室外制御基板
等取替

PAC-2ﾌｧﾝﾓｰﾀ等取替､
PAC-4冷媒入替､配管補
修､PAC-14取替
(管理棟)PAC-5C室内ﾌﾟﾘﾝ

ﾄｷﾊﾞﾝ取替､ACO-4室外ﾌﾟ
ﾘﾝﾄｷﾊﾞﾝ取替､ACO-8ｵｲﾙ
ﾋｰﾀ等取替

PAC-2､8更新
(管理棟)ACO-1～7､AC-1

更新
(計量棟)PAC-K01更新

PAC-10､11､15､6更新

設備

4.空調設備

3.ジブクレーン

4.ホイストクレーン

8.計装用空気圧縮機

5.進相用コンデンサ

6.低圧主幹盤

2.高圧受電盤

4.プラント動力変圧器

2.建築(電気)設備

3.建築(機械)設備

7.HCl分析計

7.非常用発電設備

8.無停電電源装置

3.高圧配電盤

2.真空掃除装置

1.特高受電設備

1.建築設備

1.中央監視操作盤（ＤＣＳ）

2.ｵﾍﾟﾚｰﾀｰｽﾞｺﾝｿｰﾙ

3.ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾃｰｼｮﾝ

4.データ処理装置

5.差圧発信器

13その他　設備

6.4成分分析計

12雑設備

1.雑用空気圧縮機

11計装設備

Ⅹ電気設備
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2.2.2 主要設備・機器リストの作成 
施設を構成する設備・機器について、安全面、環境面、安定運転、保全面、コスト面の重要度

検討基準（表 2-2）に基づき、設備・機器の重要度を総合的に判定し、重要度の高いものを主要

設備・機器と判定した。表 2-3 に重要度検討表、表 2-4 に主要設備・機器リストを示す。 
なお、本計画では、「廃棄物処理施設長寿命化計画作成の手引き」から検討基準を設定すると

ともに、重要度を定量的に判断するため検討基準ごとにそれぞれ 0～2 点で採点し、その合計点

で総合評価を行うこととした。表 2-2 に設備・機器の重要度検討基準を示す。 
 

表 2-2 設備・機器の重要度検討基準 

評価基準 安全面 環境面 安定運転 保全面 コスト 総合評価 
 

A 
（2 点） 

故障時に物的
損害及び人的
損害が発生す
るおそれのあ
るもの 

故障時の有害
物質の漏えい
等により施設
外にも影響を
及ぼす可能性
のあるもの 

故障した場合
に炉の運転停
止に結びつく
設備・機器 

補修等に施設
の長期間（1
ヶ 月 程 度 以
上）停止が必
要なもの 

補修等に大き
な経費（300
万円以上）が
必要なもの 

合計点：6 点
以上 

B 
（1 点） 

故障時に物的
損害に限定し
て発生するお
それがあるも
の 

故障時の有害
物質の漏えい
等により施設
敷地内までに
影響を及ぼす
もの 

故障した場合
でも、予備機
で対応できる
など冗長性を
有するもの 

補修等に施設
の長期間（1
週 間 程 度 以
上）停止が必
要なもの 

補修等に比較
的大きな経費
（30 万円以
上 300 万円未
満）が必要な
もの 

合計点：3 点
以上 5 点以下 

C 
（0 点） Ａ及びＢに分類されるもの以外の設備・機器 合計点：2 点

以下 

＊廃棄物処理施設長寿命化計画作成の手引き（ごみ焼却施設編 平成 27 年 3 月 環境省）に基づき、定量的に評価するため独自

に点数化した。 
 

高 
 
 

重
要
度 

 
 
 

低 
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表 2-3 重要度検討表（1/3） 

安定運転 環境面 安全面 保全面 コスト 合計点 総合評価

搬入退出路 B(1) C(0) B(1) C(0) C(0) 2 C

ごみ計量機 A(2) C(0) C(0) A(2) A(2) 6 A

プラットホーム B(1) C(0) B(1) C(0) C(0) 2 C

ごみ投入扉 B(1) B(1) A(2) C(0) C(0) 4 B

ごみピット B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

ごみクレーン A(2) C(0) C(0) A(2) A(2) 6 A

薬剤噴霧装置 C(0) C(0) C(0) C(0) C(0) 0 C

投入ホッパ B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

給じん機 A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

焼却炉（燃焼装置） A(2) A(2) A(2) B(1) A(2) 9 A

助燃設備

バーナ C(0) C(0) B(1) C(0) B(1) 2 C

重油サービスタンク･貯留槽 A(2) B(1) B(1) C(0) B(1) 5 B

重油移送ポンプ B(1) C(0) B(1) C(0) C(0) 2 C

重油噴霧ポンプ A(2) C(0) B(1) C(0) C(0) 3 B

廃熱ボイラ A(2) B(1) A(2) A(2) A(2) 9 A

スートブロワ A(2) C(0) B(1) B(1) B(1) 5 B

脱気器 A(2) C(0) C(0) A(2) A(2) 6 A

節炭器 A(2) C(0) C(0) A(2) B(1) 5 B

ボイラ給水ポンプ A(2) B(1) A(2) A(2) A(2) 9 A

薬液注入装置 B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

連続ブロー装置 A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

蒸気だめ

高圧蒸気だめ A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

低圧蒸気だめ A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

高圧蒸気復水器 A(2) B(1) A(2) A(2) A(2) 9 A

タービン排気復水器 A(2) B(1) A(2) A(2) A(2) 9 A

排気復水タンク A(2) C(0) B(1) B(1) B(1) 5 B

排気復水ポンプ B(1) C(0) B(1) B(1) B(1) 4 B

復水タンク A(2) B(1) B(1) B(1) B(1) 6 A

脱気器給水ポンプ B(1) C(0) B(1) B(1) B(1) 4 B

純水装置　 A(2) C(0) C(0) A(2) A(2) 6 A

純水タンク A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

ろ過式集じん器 B(1) A(2) B(1) B(1) A(2) 7 A

A(2) A(2) B(1) B(1) B(1) 7 A

ダイオキシン除去装置 A(2) A(2) C(0) B(1) B(1) 6 A

A(2) A(2) B(1) A(2) A(2) 9 A

場内温水供給装置

熱交換器付貯湯槽 C(0) C(0) C(0) C(0) C(0) 0 C

給湯循環ポンプ C(0) C(0) C(0) C(0) C(0) 0 C

予備ボイラ C(0) C(0) C(0) C(0) C(0) 0 C

発電設備

蒸気タービン(発電機・補機含む) A(2) C(0) B(1) A(2) A(2) 7 A

発電機室クレーン C(0) C(0) C(0) C(0) B(1) 1 C

押込送風機 A(2) B(1) B(1) B(1) B(1) 6 A

蒸気式空気予熱器 A(2) C(0) B(1) B(1) B(1) 5 B

二次空気加熱器 A(2) C(0) B(1) B(1) A(2) 6 A

二次送風機 A(2) C(0) B(1) B(1) B(1) 5 B

誘引通風機 A(2) B(1) B(1) B(1) B(1) 6 A

煙突 A(2) A(2) B(1) B(1) A(2) 8 A

通風設備

受入供給設備

燃焼設備

余熱利用設備

設備 機器
重要度

塩化水素除去装置

排ガス処理設
備

NOx除去装置

燃焼ガス冷却
設備
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表 2-3 重要度検討表（2/3） 

安定運転 環境面 安全面 保全面 コスト 合計点 総合評価

搬送装置（不燃物系統）

不燃物排出装置 A(2) B(1) C(0) B(1) B(1) 5 B

砂分級装置 A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

砂循環エレベータ― A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

砂貯留槽 A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

砂供給槽 A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

不燃物抜出流動送風機 A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

不燃物搬出装置（No.1～No.3） A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

磁選機 A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

不燃物コンベヤ A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

鉄分コンベヤ B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

搬送装置（飛灰系統）

落じんコンベヤ B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

飛灰搬出装置（No.1～No.4） A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

集じん物搬出装置（No.1～No.2） B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

コンベヤ系集じん装置 B(1) B(1) C(0) C(0) B(1) 3 B

灰クレーン A(2) C(0) C(0) A(2) A(2) 6 A

灰固化装置

バイブロミキサ A(2) C(0) C(0) A(2) A(2) 6 A

ﾀﾞｽﾄ･ｾﾒﾝﾄｺﾝﾍﾞﾔ（No.1～No.2） B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

集じん機コンベヤ（No.1～No.2） B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

成形品搬送コンベヤ（No.1～No.2） B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

灰固化装置用集じん装置 B(1) B(1) C(0) B(1) B(1) 4 B

飛灰バンカ B(1) B(1) C(0) B(1) B(1) 4 B

セメントバンカ B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

灰ピット

不燃物ピット B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

鉄分ピット B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

成形品ピット B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

成形品ピット集じん装置 B(1) B(1) C(0) B(1) B(1) 4 B

灰積出ホッパ B(1) B(1) C(0) B(1) B(1) 4 B

水槽類

上水受水槽 B(1) C(0) C(0) B(1) C(0) 2 C

プラント揚水受水槽 A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

生活用水受水槽 C(0) C(0) C(0) C(0) C(0) 0 C

生活用高置水槽 C(0) C(0) C(0) C(0) C(0) 0 C

機器冷却受水水槽（No.1～No.2） A(2) C(0) C(0) B(1) B(1) 4 B

洗車用水受水槽 C(0) C(0) C(0) C(0) C(0) 0 C

機器
重要度

給水設備

灰出し設備

設備
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表 2-3 重要度検討表（3/3） 

安定運転 環境面 安全面 保全面 コスト 合計点 総合評価

ポンプ類等

プラント系揚水ポンプ B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

上水（生活系）揚水ポンプ B(1) C(0) C(0) C(0) C(0) 1 C

生活用水揚水ポンプ C(0) C(0) C(0) C(0) C(0) 0 C

機器冷却水冷却塔（No.1～No.2） A(2) C(0) B(1) B(1) B(1) 5 B

不燃物排出装置冷却水ポンプ B(1) C(0) B(1) C(0) C(0) 2 C

機器冷却水揚水ポンプ（No.1～No.3） B(1) C(0) B(1) C(0) B(1) 3 B

再利用水ポンプ B(1) C(0) B(1) C(0) C(0) 2 C

散水用ポンプ C(0) C(0) C(0) C(0) C(0) 0 C

炉冷却水噴霧ポンプ B(1) C(0) B(1) C(0) C(0) 2 C

屋内消火栓ポンプユニット C(0) C(0) B(1) C(0) C(0) 1 C

屋外消火栓ポンプユニット C(0) C(0) B(1) C(0) C(0) 1 C

洗車ポンプ C(0) C(0) C(0) C(0) C(0) 0 C

冷却塔 A(2) C(0) C(0) A(2) B(1) 5 B

冷却水薬注装置 A(2) C(0) C(0) A(2) B(1) 5 B

ごみピット排水　水槽類 B(1) B(1) C(0) B(1) C(0) 3 B

工場排水　水槽類 B(1) B(1) C(0) B(1) C(0) 3 B

ごみピット排水　ポンプ類 B(1) C(0) C(0) C(0) C(0) 1 C

工場排水　ポンプ類 B(1) C(0) C(0) C(0) C(0) 1 C

ごみ汚水ろ過器 B(1) C(0) C(0) C(0) C(0) 1 C

ろ液噴霧装置 B(1) C(0) C(0) C(0) C(0) 1 C

受変電設備

特高受電設備 B(1) C(0) A(2) B(1) A(2) 6 A

高圧受電盤 B(1) C(0) B(1) B(1) B(1) 4 B

高圧配電盤 B(1) C(0) B(1) B(1) B(1) 4 B

プラント動力変圧器 B(1) C(0) B(1) B(1) B(1) 4 B

進相用コンデンサ設備 B(1) C(0) B(1) B(1) B(1) 4 B

配電盤設備工事（低圧動力）

低圧主幹盤（ロードセンタ） A(2) C(0) B(1) B(1) B(1) 5 B

非常用発電設備 C(0) C(0) C(0) C(0) A(2) 2 C

無停電電源装置 A(2) C(0) B(1) B(1) B(1) 5 B

中央監視盤 A(2) C(0) B(1) A(2) A(2) 7 A

オペレーターズコンソール B(1) C(0) C(0) C(0) B(1) 2 C

プロセスコントロールステーション A(2) C(0) B(1) C(0) A(2) 5 B

データ処理装置 B(1) C(0) C(0) B(1) A(2) 4 B

差圧発信器 B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

4成分分析計 C(0) B(1) C(0) C(0) A(2) 3 B

ＨＣＬ分析計 C(0) B(1) C(0) C(0) A(2) 3 B

計装用空気圧縮機 B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

雑用空気圧縮機 B(1) C(0) C(0) B(1) B(1) 3 B

真空掃除装置 C(0) C(0) C(0) C(0) C(0) 0 C

ジブクレーン B(1) C(0) C(0) B(1) C(0) 2 C

ホイストクレーン B(1) C(0) C(0) B(1) C(0) 2 C

建築設備 B(1) B(1) B(1) B(1) B(1) 5 B

建築（電気）設備 B(1) C(0) B(1) B(1) B(1) 4 B

建築（機械）設備 B(1) B(1) B(1) B(1) B(1) 5 B

空調設備 B(1) C(0) B(1) B(1) B(1) 4 B

給水設備

機器
重要度

設備

電気設備

計装設備

排水処理
設備

雑設備

その他設備
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表 2-4 主要設備・機器リスト 

塩化水素除去装置

ダイオキシン除去装置

NOx除去装置

押込送風機

設備

復水タンク

ごみ計量機

高圧蒸気復水器

ボイラ給水ポンプ

焼却設備

機器

ごみクレーン
受入供給設備

焼却炉（燃焼装置）

廃熱ボイラ

脱気器

純水装置

タービン排気復水器

燃焼ガス冷却設備

中央監視盤

灰出し設備
灰クレーン

灰固化装置（バイブロミキサ）

計装制御設備

特高受電設備

通風設備

電気設備

ろ過式集じん器

蒸気タービン

二次空気加熱器

誘引通風機

煙突

余熱利用設備

排ガス処理設備
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2.2.3 各設備・機器保全方式の選定 
前項で決定した主要設備・機器（表 2-4）に対し、重要性を踏まえて適切な保全方式を選定し、

「機器別管理基準」に反映する。なお、表 2-5 に保全方式とその留意点を示す。 
 

表 2-5 保全方式とその留意点 
保全方式 保全方式の留意点 設備・機器例 

事後保全 
(BM) 

・故障してもシステムを停止せずに容易

に保全可能なもの（予備系列に切り替

えて保全できるものを含む）。 
・保全部材の調達が容易なもの。 

照明装置、予備系列のある

コンベヤ、ポンプ類 

予防保全 
（PM） 

時間基準保全

(TBM) 

・具体的な劣化の兆候を把握しにくい、

あるいはパッケージ化されて損耗部

のみメンテナンスが行いにくいもの。 
・構成部品に特殊部品があり、その調達

期限があるもの。 

コンプレッサ、ブロワ等回

転機器類、電気計装部品、

電気基板等 

状態基準保全

(CBM) 

・摩耗、破損、性能劣化が日常稼働中あ

るいは定期点検において、定量的に測

定あるいは比較的容易に判断できる

もの。 

耐火物損傷、ボイラー水管

の摩耗、灰・汚水設備の腐

食等 

事後保全（BM）：Breakdown Maintenance 
予防保全（PM）：Prevention Maintenance 
時間基準保全（TBM）：Time-Based Maintenance 
状態基準保全（CBM）：Condition-Based Maintenance 

 
2.2.4 機能診断手法 
  劣化予測・故障対策を的確に行うため、主要な設備・機器について、次項で必要な機能診断

調査手法を検討する。 

  参考とする機能診断技術例を表 2-6 に示す。 
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表 2-6 機能診断技術例 

適用可能な設備・機器 診断項目 測定項目 診断技術 定期/異常時 実施頻度

ごみクレーン（レール、
ガータ）火格子、火格子
支柱・梁、回転機器
（軸）等

減肉、摩耗、変形、偏
芯

長さ、歪、隙間
（銅尺、ピアノ線、コ
ンベックス、トラン
シット、ノギス、ダイ
ヤルゲージ等）

寸法測定 定期 1年～4年

投入ホッパ、火格子ホッ
パ・シュート、灰冷却水
槽、コンベヤ、風煙道、
煙突、ボイラーチュー
ブ、蒸気管等

減肉、摩耗、腐食 肉厚 超音波法 定期 1ヶ月～5年

炉、減温塔、バグフィル
タ、ポンプ・モータ、電
気機器・盤など

ケーシング温度異常
時、耐火物、断熱材等
減耗・脱落、低温腐
食、回転体軸受温度異
常時、ケーブル端子緩
み等

表面温度/同分布

サーモグラ
フィー/接触温度
計・放射温度計
測

定期/異常時 1年/随時

ボイラー、空気予熱器等 破孔、リーク 水頭 水圧検査法 定期/異常時 2年/随時

ボイラー、タービン等 内部欠陥 欠陥
超音波探傷法
（UT）

定期/異常時 4年/随時

ボイラー、タービン等 表面欠陥 傷
磁粉探傷法
（MT）

定期/異常時 10年/随時

ボイラー、タービン等 表面欠陥（亀裂） 傷
浸透探傷法
（PT）

定期/異常時 2年/随時

ボイラー等（金属材料）
腐食、製造欠陥、材料
欠陥

マクロ観察（溶接不
良、ブローホール）、
ミクロ観察（組織の
色・形）

顕微鏡による材
料観察

異常時 随時

ボイラー等 内部欠陥
ブローホール、溶接不
良など（欠陥観察）

放射線透過探傷
法（RT）

異常時 溶接検査時

配管、ボイラー、他伝熱
管

腐食、減肉、閉塞 目視
管内検査（ファ
イバースコー
プ）

定期/異常時 10年/随時

配管、煙道、バグフィル
タ

詰まり 圧力計の圧力差 圧力損失法 定期/異常時 日常/随時

バグフィルタ（ろ布） 強度劣化、目詰まり 引張、伸び率、通気度 ろ布分析 定期 1年

触媒 Nox、付着成分など 定期 1年～3年

純水装置（樹脂） 電気伝導度 異常時 随時

油圧装置、タービン油等 油性状 異常時 随時

排ガス・排水・灰等（各
処理装置）、油入トラン
ス絶縁油ガス等

ガス、水、灰等（成
分、金属元素）

定期/異常時 1年/随時

回転機器
バランス不良、軸不
良、軸受け不良

回転数に応じ速度、加
速度、周波数等

振動法 定期/異常時
1ヶ月～1年
/随時

回転機器 軸受け不良 温度 温度測定 定期 日常

回転機器（軸） 偏芯 距離（偏芯量） レーザー 定期 1年～4年

回転機器、スチームト
ラップ、タービン排気管

軸受け不良、流体の流
れ、ギア異常時、ター
ビン排気真空度劣化場
所特定

熟練者による聴音器・
棒の音

音響法 定期/異常時
日常～1ヶ月
/随時

回転軸、湿式洗煙装置等
強度劣化、フレークラ
イニング劣化

くぼみの大きさ（ビッ
カースの場合）

硬度試験 異常時 随時

コンベヤなど（トルク設
定）

トルク計測
金属変形による抵抗値
の変化

ストレインゲー
ジ法

異常時 随時

高圧・低圧電動機、発電
機、電気式溶融炉給電部

絶縁劣化 抵抗値 絶縁抵抗試験 定期 1年

高圧電動機、発電機、高
圧ケーブル

絶縁劣化 漏れ電流、抵抗値など 直流試験 定期 5年

高圧電動機、発電機、高
圧ケーブル

絶縁劣化 電流-電圧特性 交流電流試験 定期 5年

高圧電動機、発電機、
モールド変圧器

絶縁劣化
放電電荷、パルス発生
頻度など

部分放電試験
（コロナ法）

定期 5年/随時

機械、構造物等
金属の傷や巣、ボルト
の緩み

打撃音、感触
ハンマリング法
（簡易）

定期 日常

劣化、破損、故障、腐
食
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2.2.5 機器別管理基準の作成 
主要設備・機器の補修・整備履歴（表 2-1）、故障データ、劣化パターン等から各設備・機

器の診断項目、保全方式、管理基準（評価方法、管理値、診断頻度）、目標耐用年数を含む機

器別管理基準を作成した。（表 2-7） 
 機能診断手法については、過去の定期点検における診断手法を踏まえ、各設備・機器の使

用状況や補修履歴を参考に設定する。 
表 2-7 機器別管理基準（1/2） 

B
M

T
B
M

C
B
M

評価方法

（機能診断手法）
管理値

診断

頻度

荷重試験 ○ 検定公差が基準以内であること 計量法に定める公差

劣化 ○ 腐食、穴開き等著しい劣化がないこと -

動作状況 ○ 動作不良のないこと -

老朽化 ○ 故障頻度が高くないこと -

バケット 変形、磨耗 ○ 著しい変形、磨耗がないこと
バケット開き原寸（b
寸法）の20%以下

15年

ワイヤーロープ 磨耗 ○ 著しい磨耗がないこと 公称径の7%以下 2年

走行ﾚｰﾙ 変形 ○
変形（撓みが基準値内であること）

①ﾚｰﾙｽﾊﾟﾝ（ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ形、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾆﾝｸﾞ形）

②ﾚｰﾙ勾配（ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ形、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾆﾝｸﾞ形）

①誤差±5mm、±

10mm　②1/300、

1/500

8年

摩耗・剥離 ○ 摩耗量が管理値を超えると補修、打ち直し -

亀裂 ○ 著しい亀裂が認められること -
摩耗 ○ 損耗量が管理値を超える前に交換 メーカ基準値

破損 ○ 破損の場合に交換 -

閉塞 ○
①目視で閉塞が認められる場合（整備もしくは交換）

②空気導通テスト
-

ケーシング 腐食 ○
①目視にて著しい腐食・摩耗がないこと

②肉厚測定で残存肉厚が管理値を下回ったら交換
- 20年

ドラム 腐食 ○
目視により異物・腐食・浸食・状態変化その他の異常

のないこと
- 1年 20年

蒸発管

節炭器

脱気器 本体 腐食 ○ 目視により異物の混入・発生・腐食のないこと - 1年 20年

ケーシング 腐食・摩耗 ○
①著しい腐食・摩耗がないこと

②異常音・振動・発熱がないこと
-

インペラ 腐食・摩耗 ○
①目視にて著しい腐食・摩耗がないこと

②寸法測定により管理値内であること
-

軸受 摩耗 ○ 異常音・振動のないこと - 2年

バンドル 腐食 ○ 目視にて著しい変形、亀裂がないこと
②電気事業法技術

基準
1年

ファン 変形 ○ 目視にて著しい変形、亀裂がないこと - 1年

減速機 摩耗 ○
異常音・振動のないこと

歯面の当りに異常がないこと
- 1年

タービン排気復水器 本体 腐食・摩耗 ○ 目視にて著しい変形、亀裂がないこと - 1年 20年

復水タンク 本体 腐食 ○ 目視により異常な磨耗・亀裂・変形のないこと - 5年 20年

純水装置 ポンプ 腐食・摩耗 ○
①目視にて著しい腐食・摩耗がないこと

②寸法測定により管理値内であること
メーカ基準値 1年 15年

ケーシング 腐食 ○ 著しい腐食減肉や破孔がないこと - 1年 20年

ろ布 劣化 ○
①破れ等ないこと

②サンプリング分析による劣化のないこと
②メーカ基準値 1年 6年

定量供給装置 変形 ○ 著しい変形がないこと - 2年 15年

ブロワ本体 摩耗 ○
①異常音・振動・発熱がないこと

②振動測定が管理値以内であること
②メーカ基準値 日常 15年

定量供給装置 変形 ○ 著しい変形がないこと - 2年 15年

ブロワ本体 摩耗 ○
①異常音・振動・発熱がないこと

②振動測定が管理値以内であること
②メーカ基準値 日常 15年

触媒 劣化・破損 ○ ダスト付着・変色・ひび割れ等がないこと - 1年 7年

気化装置 腐食 ○ 加熱管、スリーブに著しい腐食がないこと - 1年 10年

排
ガ
ス
処
理

ろ過式集じん器

燃
焼
設
備

ボイラ本体

燃
焼
ガ
ス
冷
却

塩化水素除去装置

焼却炉本体

高圧蒸気復水器

肉厚が管理値内であること

電気事業法施行

規則第94条
JIS-B8201

20年

○

2年
ボイラ給水ポンプ 15年

20年

データ処理装置

保全方式

10年

15年肉厚

設備 設備・機器

ごみ計量機

1年受
入
供
給

対象箇所 診断項目

2年

10年

管理基準

1年

1年

1年

目標耐

用年数

NOｘ除去装置

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ除去装置

ごみクレーン

不定耐火物

散気管（ノズル）

本体
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表 2-7 機器別管理基準（2/2） 

B
M

T
B
M

C
B
M

評価方法

（機能診断手法）
管理値

診断

頻度

本体
蒸気漏れ、振

動、軸心
○

①錆、変色、腐食、浸食、亀裂、接触がないこと

②ケーシング水平度、軸曲り、軸心計測、軸受・ラビリンス

隙間計測

③PT試験により有害な亀裂のないこと

④MT試験により有害な亀裂のないこと

②スラスト軸受：ロー

タフロート0.63mm
以下（設計 0.25～
0.33mm）

4年 20年

弁類
蒸気漏れ、作動

確認
○

①亀裂、弁棒摺動の摩耗・焼け付き・曲がりのないこと

②PT試験により有害な亀裂のないこと
- 4年 15年

ガバナ 作動状況 ○ ハンチングがないこと。レバー機構に異常なガタがないこと - 4年 13年

減速装置
歯面状況、油

漏、異音
○

①歯面当たり、ピッチング、発錆、摩耗の進行が遅いこと

②PTにより有害な亀裂がないこと
- 4年 15年

ケーシング 腐食 ○
①腐食・歪・漏れのないこと

②板厚測定により減肉が管理値以内であること
- 3年

軸受 異音・振動 ○
①異常音・振動・発熱がないこと

②温度測定により管理値以内であること

③振動測定により管理値以内であること

②周囲温度＋
40℃
③JISB8330

3年

インペラ 腐食 ○ ①腐食・磨耗・割れ・軸の曲りのないこと - 7年
ケーシング 腐食 ○ ①腐変形・腐食・汚れのないこと - 1年 20年

加熱管 腐食・変形 ○
①変形・腐食・汚れのないこと

②板厚測定により減肉が管理値以内であること

③性能低下のないこと

- 1年 20年

軸受 異音・振動 ○
①異常音・振動・発熱がないこと

②温度測定により管理値以内であること

③振動測定により管理値以内であること

②周囲温度＋
40℃
③JISB8330

1年 10年

ケーシング 腐食 ○ ①腐食・変形・漏れのないこと - 1年

インペラ 腐食 ○
①腐食・磨耗・割れ・軸の曲りのないこと

②板厚測定により減肉が管理値以内であること

③性能低下のないこと

②減肉量30%以下 1年

本体 腐食 ○ 腐食・割れのないこと -
頂部 腐食 ○ 腐食・割れのないこと -
バケット 変形、磨耗 ○ 著しい変形、磨耗、損傷がないこと - 10年

ワイヤーロープ 磨耗 ○ 著しい磨耗がないこと
公称径の7%以下、

素線の断線10%未満
2年

走行ﾚｰﾙ 変形 ○

変形（撓みが基準値内であること）

①ﾚｰﾙｽﾊﾟﾝ（ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ形、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾆﾝｸﾞ形）

②ﾚｰﾙ勾配（ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ形、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾆﾝｸﾞ形）

③走行ﾚｰﾙ相互間の高低差

①誤差±5mm、±

10mm　②1/300、

1/500③1/500

20年

灰固化装置 搬送装置 変形 ○ チェーンの伸び率が管理値以内であること メーカ基準値 1年 15年

特高受電設備 本体 外観、絶縁抵抗 ○ 絶縁抵抗測定による絶縁抵抗値が管理値以上であること
電技解釈による基準

値
1年 20年

中央監視盤 本体 動作確認 ○ 動作が正常であること - 1年 20年

目標耐

用年数
設備 設備・機器 対象箇所 診断項目

保全方式 管理基準

電

気

・

計

装

15年

20年

蒸気タービン

煙突

二次空気加熱器

20年3年

灰クレーン
灰
出
し

通
風

設
備

誘引通風機

余
熱
利
用

1年

押込送風機

 
 
 
2.2.6 健全度の評価、劣化の予測、整備スケジュールの検討 

(1) 健全度の評価 

「精密機能検査」の結果等により得られた最新の設備・機器の状態をもとに、各設備・機

器の健全度を段階評価により行った。なお、健全度の判断基準は表 2-8 のとおりである。 
   表 2-9 に設備・機器の健全度評価結果を示す。 
 

表 2-8 健全度の判断基準 
健全度 状  態 措  置 

4 支障なし 対処不要 
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし 経過観察 
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である 部分補修・部分交換 
1 劣化が進み、機能回復が困難である 全交換 

出典：廃棄物処理施設長寿命化総合計画作成の手引き p33（ごみ焼却施設編）平成 27 年 3 月改訂 環境省 
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表 2-9 主要設備・機器の健全度評価結果（1/2） 
設備 設備・機器 対象箇所 診断項目 保全方式 管理基準 診断結果 健全度

荷重試験 TBM 検定公差が基準以内であること

劣化 CBM 腐食、穴開き等著しい劣化がないこと

動作状況 CBM 動作不良のないこと

老朽化 TBM 故障頻度が高くないこと

バケット 変形、磨耗 TBM 著しい変形、磨耗がないこと
変形有り

(ｼﾘﾝﾀﾞｶﾞｰﾄﾞ)

ワイヤーロープ 磨耗 TBM 著しい磨耗がないこと 摩耗が進行

走行ﾚｰﾙ 変形 CBM
変形（撓みが基準値内であること）

①ﾚｰﾙｽﾊﾟﾝ（ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ形、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾆﾝｸﾞ形）
②ﾚｰﾙ勾配（ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ形、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾆﾝｸﾞ形）

経過観察 3

摩耗・剥離 CBM 摩耗量が管理値を超えると補修、打ち直し

亀裂 CBM 著しい亀裂が認められること

摩耗 CBM 損耗量が管理値を超える前に交換

破損 CBM 破損の場合に交換

閉塞 CBM ①目視で閉塞が認められる場合（整備もしくは交換）

②空気導通テスト

ケーシング 腐食 CBM ①目視にて著しい腐食・摩耗がないこと

②肉厚測定で残存肉厚が管理値を下回ったら交換
経過観察 3

ドラム 腐食 CBM 目視により異物・腐食・浸食・状態変化その他

の異常のないこと

蒸発管

節炭器

脱気器 本体 腐食 CBM 目視により異物の混入・発生・腐食のないこと 経過観察 3

ケーシング 腐食・摩耗 CBM ①著しい腐食・摩耗がないこと

②異常音・振動・発熱がないこと

インペラ 腐食・摩耗 CBM ①目視にて著しい腐食・摩耗がないこと
②寸法測定により管理値内であること

軸受 摩耗 CBM 異常音・振動のないこと

バンドル 腐食 CBM 目視にて著しい変形、亀裂がないこと

ファン 変形 CBM 目視にて著しい変形、亀裂がないこと

減速機 摩耗 CBM 異常音・振動のないこと

歯面の当りに異常がないこと

タービン排気復水

器
本体 腐食・摩耗 CBM 目視にて著しい変形、亀裂がないこと 支障なし 4

復水タンク 本体 腐食 CBM 目視により異常な磨耗・亀裂・変形のないこと 支障なし 4

純水装置 ポンプ 腐食・摩耗 CBM ①目視にて著しい腐食・摩耗がないこと

②寸法測定により管理値内であること

要整備
（定期的）

2

ケーシング 腐食 CBM 著しい腐食減肉や破孔がないこと 経過観察 3

ろ布 劣化 TBM ①破れ等ないこと

②サンプリング分析による劣化のないこと

要整備

(定期的)
2

定量供給装置 変形 CBM 著しい変形がないこと 経過観察 3

ブロワ本体 摩耗 CBM ①異常音・振動・発熱がないこと

②振動測定が管理値以内であること
要整備 2

定量供給装置 変形 CBM 著しい変形がないこと 要交換 1

ブロワ本体 摩耗 CBM ①異常音・振動・発熱がないこと

②振動測定が管理値以内であること
要整備 2

触媒 劣化・破損 TBM ダスト付着・変色・ひび割れ等がないこと 要部分交換 2

気化装置 腐食 CBM 加熱管、スリーブに著しい腐食がないこと
要更新（H21年
3号済）

1

本体
蒸気漏れ、振

動、軸心
CBM

①錆、変色、腐食、浸食、亀裂、接触がないこと

②ケーシング水平度、軸曲り、軸心計測、軸受・ラビ
リンス隙間計測

③PT試験により有害な亀裂のないこと

④MT試験により有害な亀裂のないこと

要部分交換
（ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ侵食
大）

2

弁類
蒸気漏れ、作動

確認
CBM

①亀裂、弁棒摺動の摩耗・焼け付き・曲がりのないこ

と

②PT試験により有害な亀裂のないこと

要部分交換 2

ガバナ 作動状況 CBM ハンチングがないこと。レバー機構に異常なガタがな

いこと
要交換 1

減速装置
歯面状況、油

漏、異音
CBM

①歯面当たり、ピッチング、発錆、摩耗の進行が遅い

こと

②PTにより有害な亀裂がないこと
要整備 2

2

ボイラ給水ポンプ 2

4

CBM

受
入
供

給

焼却炉本体

肉厚が管理値内であること

ごみ計量機

データ処理装置

4

2

2

燃
焼
設
備

燃
焼
ガ
ス
冷
却

ごみクレーン

ボイラ本体

散気管（ノズル）

本体

支障なし

肉厚

要部分補修
（FB、ﾃﾞｨﾌﾚｸﾀ

劣化）

不定耐火物

支障なし

要部分補修
（蒸発管等の定

期的補修）

排

ガ
ス

処
理

ろ過式集じん器

余
熱
利

用

塩化水素除去装置

要整備

（定期的分解
整備）

高圧蒸気復水器

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ除去装置

蒸気タービン

NOｘ除去装置
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表 2-9 主要設備・機器の健全度評価結果（2/2） 

設備 設備・機器 対象箇所 診断項目 保全方式 管理基準 診断結果 健全度

ケーシング 腐食 CBM ①腐食・歪・漏れのないこと

②板厚測定により減肉が管理値以内であること

軸受 異音・振動 CBM
①異常音・振動・発熱がないこと
②温度測定により管理値以内であること

③振動測定により管理値以内であること

インペラ 腐食 CBM ①腐食・磨耗・割れ・軸の曲りのないこと

ケーシング 腐食 CBM ①腐変形・腐食・汚れのないこと

加熱管 腐食・変形 CBM
①変形・腐食・汚れのないこと

②板厚測定により減肉が管理値以内であること

③性能低下のないこと

軸受 異音・振動 CBM
①異常音・振動・発熱がないこと

②温度測定により管理値以内であること

③振動測定により管理値以内であること

ケーシング 腐食 CBM ①腐食・変形・漏れのないこと

インペラ 腐食 CBM
①腐食・磨耗・割れ・軸の曲りのないこと

②板厚測定により減肉が管理値以内であること

③性能低下のないこと

本体 腐食 CBM 腐食・割れのないこと

頂部 腐食 CBM 腐食・割れのないこと

バケット 変形、磨耗 CBM 著しい変形、磨耗、損傷がないこと 要整備

ワイヤーロープ 磨耗 CBM 著しい磨耗がないこと 摩耗が進行

走行ﾚｰﾙ 変形 CBM
変形（撓みが基準値内であること）

①ﾚｰﾙｽﾊﾟﾝ（ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ形、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾆﾝｸﾞ形）

②ﾚｰﾙ勾配（ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ形、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾆﾝｸﾞ形）

③走行ﾚｰﾙ相互間の高低差

経過観察 3

バイブロミキサ 腐食 CBM 著しい腐食、磨耗がないこと 経過観察 3

特高受電設備 本体 外観、絶縁抵抗 CBM 絶縁抵抗測定による絶縁抵抗値が管理値以上であ

ること
経過観察 3

中央監視盤 DCS 動作確認 CBM 動作が正常であること 経過観察 3

灰クレーン

3

通
風

設
備

灰固化装置

3

2

押込送風機 2
要整備
（定期的分解
整備）

2

経過観察

電

気

・

計

装

煙突

二次空気加熱器

誘引通風機
要整備
（定期的分解

整備）

灰
出
し

経過観察

 
(2) 整備スケジュールの検討 

健全度の評価結果（表 2-9）や過去の履歴（表 2-1）を考慮し、故障の頻度などの実績デー

タの蓄積により、健全度の評価及び今後の整備計画を作成した。表 2-10 に主要設備・機器の

劣化予測（健全度評価）と整備スケジュールを示す。 
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表 2-10 主要設備・機器の劣化予測と整備計画 

29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

本体 共通 適宜 H27 H27更新

データ処理装置 共通 適宜 H27 H27更新

バケット 共通 1 H28 H26省エネ型バケット、制御盤改造 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ 共通 1 H28 H26巻上げ装置更新、給電ケーブル巻取機更新 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

走行ﾚｰﾙ 共通 8 H27 3 H27更新 ◎

不定耐火物 1・2・3号 1 H28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

散気管（ノズル） 1・2・3号 1 H28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ケーシング 1・2・3号 適宜 - 3

ドラム 1・2・3号 適宜 H28 H28連続ﾌﾞﾛ-配管補修

蒸発管 1・2・3号 適宜 H28 肉厚測定より劣化予測、段階的に更新

節炭器 1・2・3号 適宜 H26 肉厚測定より劣化予測、段階的に更新

脱気器 本体 1・2・3号 適宜 - 3

ボイラ給水ポンプ 本体 1・2・3号 1 H28 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高圧蒸気復水器 本体 共通 適宜 Ｈ25 4

タービン排気復水器 本体 共通 適宜 H27 4

復水タンク 本体 共通 適宜 - 4

純水装置 本体 共通 適宜 H28 2 H28自動弁交換

1号 6 H25 2 ○ ○

2号 6 H28 2 ○ ○

3号 6 H24 2 ○ ○

定量供給装置 共通 適宜 H27 3 H23部分更新

ブロワ本体 共通 5 H24 2 ○ ○ ○

定量供給装置 共通 適宜 H27 1 H27分解整備 ◎

ブロワ本体 共通 5 H25 2 ○ ○ ○

触媒 1・2・3号 7 H28 2 各層部分更新 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

気化装置 1・2・3号 10 H21 1 H31③、H33①②更新 ◎ ◎ ○

本体 共通 1 H28 2 4年に1回法定検査（前回H25) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

弁類 共通 1 H28 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガバナ 共通 13 H17 1 ◎

減速装置 共通 適宜 H27 2 H27工場整備

押込送風機 本体 1・2・3号 5 H26 2 H26工場整備 ○ ○ ○

1号 適宜 H27 3

2号 適宜 H26 3

3号 適宜 H26 3

1号 適宜 H27 2 ○ ○

2号 適宜 H27 2 ○ ○

3号 適宜 H27 2 ○ ○

煙突 本体 1・2・3号 適宜 H19 3

バケット 共通 2 H27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ワイヤーロープ 共通 1 H28 H25巻上げ装置更新 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

走行ﾚｰﾙ 共通 適宜 - 3

灰固化装置 バイブロミキサ 共通 適宜 H28 3 ◎

特高受電設備 本体 共通 適宜 - 3

中央監視盤 DCS 共通 適宜 H26 3 H26最新式へ更新

○：点検整備（単純部品交換以上）　◎更新 ＊点検のみの年度は整備に含めず空欄とした。

受

入

供

給

灰クレーン

年度

2

本体

本体、ろ布

ごみ計量機

ろ過式集じん器

排

ガ

ス
処

理

余

熱

利

用

塩化水素除去装置

ボイラ本体

誘引通風機

通

風

H26,H27更新

H25～27 INV、ｱｸﾃｨﾌﾞﾌｨﾙﾀ盤更新

ろ布交換、ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ更新

ごみクレーン

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ除去装置

二次空気加熱器

灰
出

し

2

分類 設備・機器

蒸気タービン

健全度
整備

周期

焼却炉本体

燃
焼

ガ

ス

冷

却

NOｘ除去装置

燃

焼

本体

2

電
気
・

計
装

前回

整備

4

2

備考
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2.2.7 施設保全計画の運用 
今後は、2.2.6 において検討した整備スケジュールに基づき、設備、機器の整備、補修を行っ

ていく計画であるが、機能診断調査及び日常点検、故障、劣化等の状況により、今回策定した施

設保全計画を必要に応じて見直すこととする。施設保全計画の立案、運用に向けた流れを図 2-4
に示す。 

図 2-4 施設保全計画の立案・運用に向けた基本的な流れ 
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2.3 延命化計画 
東部クリーンセンターにおいては、延命化工事を平成 24～27 年度に実施したところである。

計画の目標年度である平成 42 年度末までは、毎年定期的な維持補修工事で対応し、延命化工事

は行わないものとする。 


